
水田に生息するアキアカネなどのトンボ類の減少

にネオニコチノイド系農薬の使用が関係している

ということが、最近の研究により明らかになって

きています。ネオニコチノイド系農薬の影響は水

田のトンボ類だけではなく、各種生物に及ぶこと

も明らかになりつつあります。また、山間の池、

湧水、地下水などでもネオニコチノイド系農薬が

検出されており、水田から近海にいたる水系全体

への汚染の拡大が危惧されてきています。世界的

な動きとして、EU では、一部の作物に対して、

3 種類のネオニコチノイド系農薬の使用が制限さ

れていますが、日本では未だに大量に使用されて

いるのが現状です。

本講座では、神奈川県立生命の星・地球博物館の

苅部氏を講師に招き、ネオニコチノイド系農薬の

トンボ類をはじめとした生物への影響の実態など

についてお話しいただきます。

令和 3 年　11 月 27 日（土）　15：00 ～ 17：00

ZOOM ウェビナーによるオンライン開催　定員 500 名

①氏名　②メールアドレス　③お住まいの市区町村
を必ず明記のうえお申込み下さい。

お申込みいただいた方に講座で使用する ZOOM の URL をお知らせします。

か る べ　　  　 は る き　



15 ： 00 ～ 15 ： 05　　第 1 部 　挨拶 ( 開催趣旨 )、 問題提起 ( 市民部会 )

15 ： 05 ～ 16 ： 10　　第 2 部　 講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 内容 ] 国内のネオニコチノイド系農薬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による生態系被害の実態

16 ： 10 ～ 16 ： 55　　第 3 部　ディスカッション

16 ： 55 ～ 17 ： 00　　第 4 部　おわりに

本公開講座は、「市民部会」が全面的に企画推進して

います。流域圏全体の共通課題を、多くの人に知って

もらいたいという市民部会メンバーの想いから、この

公開講座を開催することになりました。流域圏に住む

方々だけでなく、多種多様な方々の参加をお待ちして

おります。

かるべ   はるき
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